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近年、新任教員に求められる資質能力や学び続ける教員を支援する仕組みの構築等、教員の
資質能力向上に対するさまざまな答申が続いています。これらの答申を通して、改めて、教員
を目指す学生・院生の実践的指導力を育成するための授業内容・方法、「学び続ける教員」や
「チーム学校」を実現するための授業省察、アクションリサーチ、授業カンファレンス、メン
タリング等を採り入れた現職教員研修会の内容・方法等の検討・開発が求められています。

このような課題意識から以下のような研究を継続的に行っています。

1)教師の職能成長とその支援に関する研究
新任教員に求められる能力、教師の実践的思考、教師の教授技術、専門職としての教師の成

長過程等の検討を通して、熟達した教師を養成・支援するためのカリキュラムや現職教員研修
内容・方法、指導的立場の教員に求められるメンタリング能力について研究しています。併せ
て、現職教員の実践力向上のための支援を行っています。

2) 子どもの学びを保証した実践開発に関する研究
教科としてすべての子どもに授業での学びを保証できるように、意味のある学習可能な内容

（学習内容論）、教材（教材論）、指導モデル（学習過程論、指導技術論）の実践的研究・検
証を通じて、カリキュラムや実践・指導モデルの開発を現職教員と一緒に行っています。

これらの研究から得られた成果は、教員養成、新任教員、若手教員、中堅教員、指導的立場
の教員等の各成長段階に応じた教師の資質能力及び専門性の支援に活用できるとともに、それ
らの専門的知識・能力を獲得・向上させるための教員養成カリキュラムや研修内容・方法の開
発にも活用できます。そして、実際に大学の授業や現職教員研修等でその方法を活用し、教師
の職能成長を支援しています。
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